
 

 

 

 

 

 

 

日時 2017 年 7 月 8 日（土）13:30～17:00 （13 時開場） 

会場 北海道大学・遠友学舎（札幌市北区北 18 条西 7 丁目） 

人として当たり前に育つことが難しい社会って、やっぱりおかしい。 

でも、子どもや若者にとって、何が「当たり前」なのかもけっこう難しい。 

押しつけになってはいけないけれど、「こういう場って必要では」と思う、 

ひとつの例が「多世代多様な場」かも。 

このフォーラム（集い）では、人の育ちを支える新しい社会的場としての、 

「多世代多様な場」の可能性について考えていきます。 

 

  プログラム 

  主催挨拶 宮﨑 隆志（北海道大学 教授、当センター長） 

  第Ⅰ部 長く取りくんできた方のお話をきく 

   基調講演 金田 利子 さん（静岡大学 名誉教授） 

   「・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・」 

   お話 柴川 明子 さん（むくどりホーム・ふれあいの会 会長） 

  第Ⅱ部 トークセッション「人の育ちを支える場ってナンだろう」 

   小林 真弓 さん（ねっこぼっこのいえ 代表） 

   宮武 大和 さん（トモエ幼稚園 主任教諭） 

   高橋 吾一 さん（札幌市立北辰中学校 教諭） 

   コーディネーター 川田 学（北海道大学 准教授） 

   総合司会 竹森 未知（北海道大学 博士後期課程） 

   コメンテーター 榊 ひとみ さん（函館短期大学 准教授） 

 

北海道大学子ども発達臨床研究センター 発達支援フォーラム 2017summer 

人の育ちを支える場ってナンだろう 
「多世代多様な場」の可能性 

入場
無料 

北海道大学・遠友学舎 

地下鉄「北 18条」駅 徒歩 10分 

遊びスペースもあるので、子連れも

OK！ 大学生のお姉さん・お兄さ

んもいるよ（託児ではありません） 

 

     車椅子もどうぞ 

     広いトイレもあります 

 

 

 

事前申込にご協力ください。 

 QR コードからどうぞ ↓↓ 

 

 

 

 

 URL からでも OK ↓↓ 

 http://qq1q.biz/DUsS 

 

 

【問い合わせ】 

川田 学（北海道大学・准教授） 

kawata@edu.hokudai.ac.jp 

 

【主催】 

北海道大学大学院教育学研究院 

附属子ども発達臨床研究センター 

 

【協力】 

札幌市地域子育て支援拠点事業 

ひろば型ネットワーク 
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